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Ⅴ 基本方針毎の施策に基づく事業取組一覧 

   
 
1 がん 

施策細目 主な事業・取組 概要の説明 

が
ん
に
関
す
る
知
識
の
普
及
啓
発 

がん講演会、健康教室、健康相

談等 

広くがんやがん予防に関する知識を普及啓発するため、保健センターにおいてがん講演会、

健康教室、健康相談や禁煙相談等を実施する。 

地域団体や医療機関等との連

携による健康教室等 

身近な地域において広くがん予防やがん検診の重要性を普及啓発するため、地域団体や医療

機関等との連携を図り、健康教室等を実施する。 

学校、大学、専門学校等との連

携による出前授業等 

若い世代に向けてがん予防やがん検診の重要性を普及啓発するため、学校、大学、専門学校等

との連携を強化し、出前授業やイベント等での啓発用リーフレットの配布等を実施する。 

企業等との連携による健康教

室等 

従業員や家族、顧客等に向けてがん予防やがん検診の重要性を普及啓発するため、企業等と

の連携を強化し、健康教室や窓口での啓発用リーフレットの配布等を実施する。 

Ｂ型肝炎ワクチン接種時にお

ける肝がんに関する知識の普

及啓発 ※ 

Ｂ型肝炎ワクチンの接種時に、Ｂ型肝炎の慢性化による肝がんへの移行と、ワクチンの予防

効果についての知識の普及啓発を行う。 

が
ん
の
早
期
発
見
・
重
症
化
予
防 

 

がん検診 がんの早期発見・早期治療のため、最寄りの医療機関で実施する個別検診、公民館等地域を巡

回して実施する集団検診、広島市健康づくりセンターで実施する施設検診の方法により、胃

がん検診、子宮がん検診、乳がん検診、肺がん検診、大腸がん検診を実施する。 

がん検診無料クーポン券等の

配付 

子宮がん検診、乳がん検診、大腸がん検診について、受診促進を図るとともに、がんの早期発

見と正しい健康意識の普及啓発を図るため、国の「がん検診推進事業実施要綱」に基づき、特

定の年齢に達した市民に対し、がん検診の無料クーポン券等を配付する。 

Ｂ型・Ｃ型肝炎ウイルス検査 検査を受けたことが無い方、家族にウイルス感染者がいる方、輸血や血液製剤の投与を受け

たことがある方を対象に検査を実施し、肝炎ウイルス感染者の早期発見と早期治療につなげ

ることで、肝がんの発生を予防する。 

1 日人間ドック助成事業

  

広島市国民健康保険の被保険者の疾病予防と健康増進のために、40・45・50・55 歳の対象者

が本市の指定する健診機関で指定する期間内に 1 日人間ドックを受ける際、健診料金の 7 割

を助成する。 

様々な媒体によるがん検診の

受診勧奨 

がん検診に対する意識向上を図るため、広報紙、ホームページ、健康教室等において受診を呼

びかける。 

広島県や関係機関・団体との

連携によるがん検診の受診勧

奨 

がん検診の受診率の向上を図るため、広島県や関係機関・団体との幅広い協力体制のもと、が

ん検診啓発キャンペーンの実施や、「元気じゃけんひろしま 21 協賛店・団体」のがん検診推

進協賛（仮称）の設定などにより、がん検診の受診勧奨を実施する。 

がん検診を受診しやすい環境

づくり 

がん検診を受診しやすい環境をつくるため、集団検診や施設検診における休日検診や託児の

実施、特定健康診査との同時実施を行う。 

がん検診の精密検査の受診勧

奨 

がん検診で精密検査が必要と判定された方で、精密検査を受診していない方を対象に、異常

の有無や治療の必要等を確認するよう、精密検査の受診勧奨を行う。 

がん検診の精度管理及び事業

評価 

がん検診の精度を高め、受診率の向上を図るため、「広島市がん検診精度管理連絡協議会」を

設置し、医療関係団体等と連携してがん検診の精度管理及び事業評価を行う。 

健康手帳の交付 がん検診や健康診査の受診結果等、健康に関する記録を記載し、健康管理に役立てるため、健

康手帳を交付する。 

                        ※は平成 30 年度の見直しで追加・修正した取組 

2 循環器疾患 

施策細目 主な事業・取組 概要の説明 

循
環
器
疾
患
に
関
す
る 

知
識
の
普
及
啓
発 

健康教室、健康相談 広く循環器疾患や循環器疾患の予防に関する知識を普及啓発するため、保健センターにお

いて健康教室や健康相談を行う。 

地域団体や医療機関等との連

携による健康教室等 

身近な地域において広く循環器疾患の予防や健康診査の重要性を普及啓発するため、地域

団体や医療機関等との連携を図り、健康教室等を行う。 

学校、大学、専門学校等との連

携による出前授業等 

若い世代に向けて循環器疾患の予防や健康診査の重要性を普及啓発するため、学校、大学、

専門学校等との連携を強化し、出前授業やイベント等での啓発用リーフレットの配布等を

行う。 

企業や医療保険者等との連携

による健康教室等 

従業員やその家族に向けて循環器疾患の予防や健康診査の重要性を普及啓発するため、企

業や医療保険者等との連携を強化し、健康教室や窓口での啓発用リーフレットの配布等を

行う。 

高
血
圧
・
脂
質
異
常
の 

早
期
発
見
・
重
症
化
予
防 

特定健康診査及び特定保健指

導 

高血圧や脂質異常の早期発見のため、40 歳以上の広島市国民健康保険の被保険者を対象に

特定健康診査及び特定保健指導を実施する。 

1 日人間ドック助成事業 

(再掲) 

広島市国民健康保険の被保険者の疾病予防と健康増進のために、40・45・50・55 歳の対象

者が本市の指定する検診機関で指定する期間内に 1 日人間ドックを受ける際、検診料金の

7割を助成する。 

特定健康診査の検査項目の充

実 

特定健康診査において、生活習慣病の早期発見・重症化予防のために必要な検査項目の充

実を図る。 

様々な媒体等による特定健康

診査の受診勧奨 

特定健康診査に対する意識向上を図るため、広報紙、ホームページ、健康教室等において

受診を呼びかける。 

 

基本方針 1 生活習慣病の発症予防と重症化予防 
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 目標項目（指標） ベースライン値 
ベースライン値 
（見直し後） 

目標 
目標 

（見直し後） 
見直し 
の視点 

健
康
づ
く
り
に
関
す
る
団
体
・
機
関
等
と
の
連
携
の
強
化 

元気じゃけんひろしま２１協賛
店・団体の認証数の増加 
 （元気じゃけんひろしま２１協
賛店・団体の認証数） 

全体 1,009店舗 
うち 
禁煙協賛 
239店舗 

食生活協賛 
322店舗 

ｳｫｰｷﾝｸﾞ実践協賛 
 84店舗 
健康づくり協賛    

364店舗 
（平成 23年度） 

 

全体 2,500店舗  
うち 
禁煙協賛  
500 店舗 

食生活協賛 
700 店舗 

ｳｫｰｷﾝｸﾞ実践協賛  
150 店舗 

健康づくり協賛 
650 店舗 

がん検診推進協賛 
500 店舗 
（平成 34年度） 

  

利用者に応じた食事の計画、調理及
び栄養の評価、改善を実施している
特定給食施設の割合の増加 
（管理栄養士・栄養士を配置して
いる施設の割合） 

65.8％ 
（平成 23年度） 

 
75.5％ 

（平成 34年度） 
  

日常生活における受動喫煙の機会
の減少 
（家庭・職場・飲食店・行政機関・
医療機関において受動喫煙の機会
がある者の割合） 

行政機関 4.8％ 
医療機関 5.7％ 
飲食店 48.4％ 
職場  26.4％ 
家庭 17.1％ 
（平成 22年度） 

行政機関 14.4％ 
医療機関 9.9％ 
飲食店 66.3％ 
職場  47.2％ 
家庭 9.7％ 
（平成 22年度） 

行政機関 0％ 
医療機関 0％ 
飲食店 16.5％ 
（平成 34年度） 
職場  0％ 
（平成 32年） 
家庭  6％ 
（平成 34年度） 

行政機関 0％ 
医療機関 0％ 
飲食店 22.6％ 
（平成 34年度） 
職場  0％ 
（平成 32年） 
家庭  3.3％ 
（平成 34年度） 

③ 
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施策細目 主な事業・取組 概要の説明 

地域団体等との連携による特

定健康診査の受診勧奨 

特定健康診査に対する意識向上を図るため、地域団体等と連携し、リーフレットの配布や

受診の声かけ運動等を行う。 

特定健康診査の未受診者に対

する受診勧奨 

特定健康診査の受診率の向上を図るため、特定健康診査の未受診者に対し、通知や電話に

より、その重要性を説明し、受診勧奨を行う。 

特定健康診査を受診しやすい

環境づくり 

特定健康診査を受診しやすい環境をつくるため、土・日曜日健診の拡大や利便性の高い健

診会場の確保、がん検診との同時実施などを行う。 

健康手帳の交付（再掲） がん検診や健康診査の受診結果等、健康に関する記録を記載し、健康管理に役立てるため、

健康手帳を交付する。 

循環器疾患の予防行動に結び

付ける仕組みづくりの検討 

特定健康診査の受診結果から、肥満に該当しないが循環器疾患に関するリスクの高い方に

対する保健指導や医療機関への受診勧奨の方法について検討を行う。 

脳卒中・心筋梗塞再発予防事

業 

脳卒中・心筋梗塞の再発を予防することにより、広島市国民健康保険の被保険者の健康の

保持増進と医療費の適正化を図ることを目的として行う。 

 
3 糖尿病 

施策細目 主な事業・取組 概要等の説明 

糖
尿
病
に
関
す
る 

知
識
の
普
及
啓
発 

健康教室、健康相談 広く糖尿病や糖尿病の予防に関する知識を普及啓発するため、保健センターにおいて健

康教室や健康相談を行う。 

糖尿病の未治療者への普及啓

発方法の検討 

糖尿病でありながら未治療である者を減少させ、重症化及び合併症を予防するため、糖尿

病治療の重要性を普及啓発する方法を検討する。 

地域団体や医療機関等との連

携による健康教室等 

身近な地域において広く糖尿病の予防や健康診査の重要性を普及啓発するため、地域団

体や医療機関等との連携を図り、健康教室等を行う。 

学校、大学、専門学校等との連

携による出前授業等 

若い世代に向けて糖尿病の予防や健康診査の重要性を普及啓発するため、学校、大学、専

門学校等との連携を強化し、出前授業やイベント等での啓発用リーフレットの配布等を

行う。 

企業や医療保険者等との連携

による健康教室等 

従業員やその家族に向けて糖尿病の予防や健康診査の重要性を普及啓発するため、企業

や医療保険者等との連携を強化し、健康教室や窓口での啓発用リーフレットの配布等を

行う。 

糖
尿
病
の
早
期
発
見
・
重
症
化
予
防 

特定健康診査及び特定保健指

導 

糖尿病の早期発見のため、40 歳以上の広島市国民健康保険の被保険者を対象に特定健康

診査及び特定保健指導を実施する。 

1日人間ドック助成事業 

(再掲) 

広島市国民健康保険の被保険者の疾病予防と健康増進のために、40・45・50・55 歳の対

象者が本市の指定する健診機関で指定する期間内に 1 日人間ドックを受ける際、健診料

金の 7割を助成する。 

特定健康診査の検査項目の充

実（再掲） 

特定健康診査において、生活習慣病の早期発見・重症化予防のために必要な検査項目の充

実を図る。 

様々な媒体による特定健康診

査の受診勧奨（再掲） 

特定健康診査に対する意識向上を図るため、広報紙、ホームページ、健康教室等において

受診を呼びかける。 

地域団体等との連携による特

定健康診査の受診勧奨（再掲） 

特定健康診査に対する意識向上を図るため、地域団体等と連携し、リーフレットの配布や

受診の声かけ運動等を行う。 

特定健康診査の未受診者に対

する受診勧奨（再掲） 

特定健康診査の受診率の向上を図るため、特定健康診査の未受診者に対し、通知や電話に

より、その重要性を説明し、受診勧奨を行う。 

特定健康診査を受診しやすい

環境づくり（再掲） 

特定健康診査を受診しやすい環境をつくるため、土・日曜日健診の拡大や利便性の高い健

診会場の確保、がん検診との同時実施などを行う。 

健康手帳の交付（再掲） がん検診や健康診査の受診結果等、健康に関する記録を記載し、健康管理に役立てるた

め、健康手帳を交付する。 

糖尿病の重症化及び合併症の

予防行動に結び付ける仕組み

づくりの検討 ※ 

特定健康診査の受診結果から、肥満に該当しないが糖尿病に関するリスクの高い方に対

する保健指導や医療機関への受診勧奨の方法について検討を行う。 

糖尿病性腎症重症化予防事業 

※ 

糖尿病性腎症患者のうち、重症化のリスクが高いと考えられる者について、主治医と連携

し、専門的訓練を受けた看護師等が、食事や運動等の保健指導を行うことにより、人工透

析等への移行を防止又は遅らせる。 

また、糖尿病等の生活習慣病でありながら、一定期間治療を中断している者を抽出し、医

療機関の受診を勧奨する通知を送付する。 

※は平成 30年度の見直しで追加・修正した取組 
4 ＣＯＰＤ(タバコ肺) 

施策細目 主な事業・取組 概要等の説明 
知
識
の 

普
及
啓
発 

健康教室、健康相談等 保健センターにおいて、広くＣＯＰＤ（タバコ肺）やその予防に関する知識を普及啓発す

るため、健康教室、健康相談や禁煙相談を行う。 

早
期
発
見 

重
症
化
予
防 

特定健康診査や肺がん検診の

場を活用したＣＯＰＤ（タバコ

肺）の早期発見 

特定健康診査や肺がん検診の場を活用し、問診による喫煙状況の確認を通じて、ＣＯＰＤ

（タバコ肺）の早期発見に取り組む。 

 

高
血
圧
・
脂
質
異
常
の 

早
期
発
見
・
重
症
化
予
防 
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1 次世代の健康 

施策細目 主な事業・取組 概要の説明 

子
ど
も
と
親
の
健
康
づ
く
り 

母子健康手帳の交付及び 

妊婦相談 

妊娠の届出をした妊婦に対し母子健康手帳を交付し、妊娠や出産に関する相談を行うとと

もに、妊娠・授乳時における飲酒・喫煙の害を周知する。 

妊婦健康診査 
妊婦の健康管理、疾病の早期発見及び早期治療を図るため、医療機関において健康診査（歯

科健康診査を含む。）を実施する。 

産後の母親の心身の健康に 

関する普及啓発 

産後うつ病等の早期発見・対応を図るため、産後の母親の心身の変化や産後うつ病につい

ての啓発用リーフレットを出生届時等に配布する。 

乳幼児健康診査 

乳児の健康管理、疾病や障害の早期発見及び早期治療を図るため、医療機関において健康

診査を実施する。 

また、1歳 6か月児及び 3歳児に対し、保健センターにおいて心身の発育・発達状況の診査

を実施し、専門職が適正な指導を行うとともに、1歳 6か月児を対象に、う蝕予防のための

フッ素塗布を行う。 

4か月児健康相談 
4か月の乳児を対象に、疾病の予防や健康の保持増進を図るため、保健センターにおいて、

小児科医師、保健師、栄養士等による健康相談を行う。 

食育教室、食生活相談 

離乳食・食育教室等の開催、乳幼児健康診査等における食生活指導・相談の実施により、望

ましい食生活、子どもの発達に応じた食事の進め方、調理方法などについて普及啓発を行

い、子どもと親の健康づくりを推進する。 

地域子育て支援センター育児 

講座 

妊産婦とその配偶者及び乳幼児と保護者等を対象に、子育てや子どもの病気の予防、食生

活、う蝕予防に関する教室等を開催する。 

運動教室、体験教室 
保健センターやスポーツセンター等において、親子で楽しみながら遊びやウォーキングな

どに取り組むため、運動教室や体験教室を行う。 

公民館学習会 
公民館において、子どもの発達段階に応じた家庭教育学級などの家庭教育の知識や技術の

向上、子育て広場やおはなし会などの子育て支援に関する事業を行う。 

保育園における食育の推進 

望ましい生活習慣の確立や規則正しい食事のリズムの大切さ、家族などで食卓を囲む機会

の大切さについての啓発を図るため、給食指導や食材に親しむ体験活動を行うとともに、

保護者に対して食育通信等を通じて情報提供を行う。 

「生きた教材」である学校給食を

活用した指導 

栄養バランスの大切さ、食への感謝、食事のマナー、広島の食事などについて、生きた教材

である学校給食を活用して指導する。 

学校保健委員会を活用した食育

推進 

教職員及び保護者や学校医等で構成する学校保健委員会において、「食と健康」に関する児

童生徒の課題について協議や情報交換を行う。 

「子どもがつくる我が家のごは

ん」への支援 

小学校卒業までに朝ごはんの、中学校卒業までに 1 日分の食事の、栄養バランスを考えた

献立を作成し、一人で作れるようになるよう、学校・家庭で支援する。 

食育だより・給食試食会・参観

日等を活用した家庭との連携 

家庭との連携促進に向け、食育だより・給食試食会・参観日等を活用し、学校における食

育のほか、給食の食材やレシピ、家庭での食生活のあり方などについて情報提供を行う。 

小学校における「上手な手洗い

授業」 

食中毒、感染症予防には手洗いが必要であることを理解させ、正しい手洗い習慣を習得さ

せるため、市内小学校 1年生を対象に「上手な手洗い授業」を実施する。 

未就学児への防煙教育 未就学児に対して、保育園や幼稚園での紙芝居による防煙教育を実施する。 

飲酒喫煙・薬物乱用防止教室 
各学校において、薬物等の専門家を招へいし、飲酒喫煙・薬物乱用を防止するための授業

を実施する。 

飲酒喫煙防止の啓発活動 飲酒喫煙を防止するための啓発パンフレットを作成し、学校や幼稚園の保護者に配布する。 

子
ど
も
の
健
康
を
支
え
る
環
境
づ
く
り 

常設オープンスペースの設置 

乳幼児とその保護者がいつでも気軽に集い、相互交流を図るとともに、子育ての相談が受

けられる場（常設オープンスペース）を地域団体等との協働で運営し、子どもの食生活等

に関する講座等を実施する。また、NPO法人等が地域の身近な場所に公募型常設オープンス

ペースを設置・運営する場合に、その経費の一部を補助する。 

学校における地域社会と連携し

た食育 

地域人材や関係行政機関、ひろしま食育ネットワーク等の人材を活用し、食育の一層の充

実を図る。 

「わ食の日（和食・輪食・環食）」

の啓発 

「わ食の日」のぼり旗を掲出するなどＰＲを行うとともに、ひろしま食育ネットワークを

通じて、食に関わる各主体との連携による運動を展開する。 

「朝ごはんキャンペーン」運動の

推進 

「朝ごはんキャンペーン」運動のぼり旗の掲出などＰＲを行うとともに、ひろしま食育ネ

ットワークを通じて、食に関わる各主体との連携による運動を展開する。 

地域スポーツ振興担当コーディ

ネーターによる子ども会や児童

館の事業への支援 

地域における子どものスポーツ活動を促進するため、子ども会や児童館で実施している体

操やニュースポーツなどの指導者に対し、地域スポーツ振興担当コーディネーターによる

支援を行う。 

「広島市未成年者の禁酒・禁煙環

境づくり事業実行委員会」の取

組 

未成年者への飲酒・喫煙防止の普及啓発を行うため、学校、地域団体、関係団体、関連事業

者、行政で構成する「広島市未成年者の禁酒・禁煙環境づくり事業実行委員会」の活動を通

じた取組を行う。 

女性・男性のためのなんでも 

相談 

男女共同参画推進センターにおいて、介護・家族・子育て・仕事・健康など、女性や男性

が直面する様々な悩みや不安に対応する相談を実施する。 
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施策細目 主な事業・取組 概要の説明 

地域団体等との連携による特

定健康診査の受診勧奨 

特定健康診査に対する意識向上を図るため、地域団体等と連携し、リーフレットの配布や

受診の声かけ運動等を行う。 

特定健康診査の未受診者に対

する受診勧奨 

特定健康診査の受診率の向上を図るため、特定健康診査の未受診者に対し、通知や電話に

より、その重要性を説明し、受診勧奨を行う。 

特定健康診査を受診しやすい

環境づくり 

特定健康診査を受診しやすい環境をつくるため、土・日曜日健診の拡大や利便性の高い健

診会場の確保、がん検診との同時実施などを行う。 

健康手帳の交付（再掲） がん検診や健康診査の受診結果等、健康に関する記録を記載し、健康管理に役立てるため、

健康手帳を交付する。 

循環器疾患の予防行動に結び

付ける仕組みづくりの検討 

特定健康診査の受診結果から、肥満に該当しないが循環器疾患に関するリスクの高い方に

対する保健指導や医療機関への受診勧奨の方法について検討を行う。 

脳卒中・心筋梗塞再発予防事

業 

脳卒中・心筋梗塞の再発を予防することにより、広島市国民健康保険の被保険者の健康の

保持増進と医療費の適正化を図ることを目的として行う。 

 
3 糖尿病 

施策細目 主な事業・取組 概要等の説明 

糖
尿
病
に
関
す
る 

知
識
の
普
及
啓
発 

健康教室、健康相談 広く糖尿病や糖尿病の予防に関する知識を普及啓発するため、保健センターにおいて健

康教室や健康相談を行う。 

糖尿病の未治療者への普及啓

発方法の検討 

糖尿病でありながら未治療である者を減少させ、重症化及び合併症を予防するため、糖尿

病治療の重要性を普及啓発する方法を検討する。 

地域団体や医療機関等との連

携による健康教室等 

身近な地域において広く糖尿病の予防や健康診査の重要性を普及啓発するため、地域団

体や医療機関等との連携を図り、健康教室等を行う。 

学校、大学、専門学校等との連

携による出前授業等 

若い世代に向けて糖尿病の予防や健康診査の重要性を普及啓発するため、学校、大学、専

門学校等との連携を強化し、出前授業やイベント等での啓発用リーフレットの配布等を

行う。 

企業や医療保険者等との連携

による健康教室等 

従業員やその家族に向けて糖尿病の予防や健康診査の重要性を普及啓発するため、企業

や医療保険者等との連携を強化し、健康教室や窓口での啓発用リーフレットの配布等を

行う。 

糖
尿
病
の
早
期
発
見
・
重
症
化
予
防 

特定健康診査及び特定保健指

導 

糖尿病の早期発見のため、40 歳以上の広島市国民健康保険の被保険者を対象に特定健康

診査及び特定保健指導を実施する。 

1日人間ドック助成事業 

(再掲) 

広島市国民健康保険の被保険者の疾病予防と健康増進のために、40・45・50・55 歳の対

象者が本市の指定する健診機関で指定する期間内に 1 日人間ドックを受ける際、健診料

金の 7割を助成する。 

特定健康診査の検査項目の充

実（再掲） 

特定健康診査において、生活習慣病の早期発見・重症化予防のために必要な検査項目の充

実を図る。 

様々な媒体による特定健康診

査の受診勧奨（再掲） 

特定健康診査に対する意識向上を図るため、広報紙、ホームページ、健康教室等において

受診を呼びかける。 

地域団体等との連携による特

定健康診査の受診勧奨（再掲） 

特定健康診査に対する意識向上を図るため、地域団体等と連携し、リーフレットの配布や

受診の声かけ運動等を行う。 

特定健康診査の未受診者に対

する受診勧奨（再掲） 

特定健康診査の受診率の向上を図るため、特定健康診査の未受診者に対し、通知や電話に

より、その重要性を説明し、受診勧奨を行う。 

特定健康診査を受診しやすい

環境づくり（再掲） 

特定健康診査を受診しやすい環境をつくるため、土・日曜日健診の拡大や利便性の高い健

診会場の確保、がん検診との同時実施などを行う。 

健康手帳の交付（再掲） がん検診や健康診査の受診結果等、健康に関する記録を記載し、健康管理に役立てるた

め、健康手帳を交付する。 

糖尿病の重症化及び合併症の

予防行動に結び付ける仕組み

づくりの検討 ※ 

特定健康診査の受診結果から、肥満に該当しないが糖尿病に関するリスクの高い方に対

する保健指導や医療機関への受診勧奨の方法について検討を行う。 

糖尿病性腎症重症化予防事業 

※ 

糖尿病性腎症患者のうち、重症化のリスクが高いと考えられる者について、主治医と連携

し、専門的訓練を受けた看護師等が、食事や運動等の保健指導を行うことにより、人工透

析等への移行を防止又は遅らせる。 

また、糖尿病等の生活習慣病でありながら、一定期間治療を中断している者を抽出し、医

療機関の受診を勧奨する通知を送付する。 

※は平成 30年度の見直しで追加・修正した取組 
4 ＣＯＰＤ(タバコ肺) 

施策細目 主な事業・取組 概要等の説明 
知
識
の 

普
及
啓
発 

健康教室、健康相談等 保健センターにおいて、広くＣＯＰＤ（タバコ肺）やその予防に関する知識を普及啓発す

るため、健康教室、健康相談や禁煙相談を行う。 

早
期
発
見 

重
症
化
予
防 

特定健康診査や肺がん検診の

場を活用したＣＯＰＤ（タバコ

肺）の早期発見 

特定健康診査や肺がん検診の場を活用し、問診による喫煙状況の確認を通じて、ＣＯＰＤ

（タバコ肺）の早期発見に取り組む。 

 

高
血
圧
・
脂
質
異
常
の 

早
期
発
見
・
重
症
化
予
防 
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2 働く世代の健康 

施策細目 主な事業・取組 概要の説明 

生
活
習
慣
病
を
予
防
す
る
た
め
の
健
康
づ
く
り 

がんの発症予防と早期発見 
がんの発症を予防するため、がんやがん予防に関する正しい知識の普及啓発を行うとともに、

がんの早期発見・早期治療につなげるため、がん検診の受診率の向上を図る。 

循環器疾患の発症予防と高血

圧・脂質異常の早期発見 

循環器疾患の発症を予防するため、循環器疾患に関する正しい知識の普及啓発を行うととも

に、高血圧や脂質異常を早期に発見し、循環器疾患への移行及び重症化を予防するため、健康

診査の受診率や特定保健指導の実施率の向上を図る。 

糖尿病の発症予防と早期発見 

糖尿病の発症を予防するため、糖尿病やその予防に関する正しい知識の普及啓発を行うとと

もに、糖尿病を早期に発見し、糖尿病の重症化を予防するため、健康診査の受診率や特定保健

指導の実施率の向上を図る。 

ＣＯＰＤ（タバコ肺）の発症予

防と早期発見 

ＣＯＰＤ（タバコ肺）の発症を予防するため、ＣＯＰＤ（タバコ肺）とその予防方法に関する

正しい知識の普及啓発を行うとともに、ＣＯＰＤ（タバコ肺）の早期治療につなげるため、既

存の健康診査の場を活用し、早期発見に取り組む。 

健全な食生活の推進 

自分の適正体重にあった食事量や栄養バランスのとれた食事内容について、理解を深めるこ

とができるよう取組を進めるとともに、若い世代に対して、中食、外食も含めてバランスの

とれた食事を選択できるよう、分かりやすい情報提供等に努める。 

運動習慣の継続を目指した取

組 

健康ウォーキングの推進や 40代からのメタボリックシンドローム対策支援事業等、運動習慣

を継続することができるよう取組を進める。 

メンタルヘルスに関する知識

の普及啓発等 

睡眠やストレス解消により心身の疲労を回復し、健康を保持することができるよう取組を進

めるとともに、自殺の原因となるこころの病気を早期に発見し、早期支援・早期治療につな

げるため、メンタルヘルスに関する知識の普及啓発を図る。 

喫煙率の減少に向けた取組 
喫煙による健康への悪影響や生活習慣病の発症を防ぐため、禁煙教室や禁煙相談の実施等に

より禁煙を支援し、喫煙率の減少を図る。 

適正飲酒の普及啓発 
多量飲酒を防止することにより生活習慣病の発症を予防するため、健康教室や健康相談の実

施等により、飲酒が与える影響や適正な飲酒について普及啓発する。 

歯周病の早期発見 
歯周病の予防や歯の早期喪失の防止のため、歯と口に関する健康教室や歯科相談を実施する

とともに、企業等と連携し、節目年齢歯科健診の受診率向上を図る。 

働
く
世
代
の
健
康
を
支
え
る
環
境
づ
く
り 

「広島市地域保健・職域保健連

携推進協議会」事業 

地域保健と職域保健の関係団体・機関等で構成する「広島市地域保健・職域保健連携推進協議

会」において、生活習慣の改善や健康診査の受診率向上等、働く世代の健康づくりに関する取

組を行う。 

個人の健康管理を支援する食

の環境づくり 

生活習慣病の予防や重症化を防止するため、外食メニュー等の栄養成分表示の改善など、食

生活を支援する環境づくりを進める。 

身体活動・運動に取り組みや

すい機会や場の提供 

ウォーキングコースの設定や公園の健康器具の整備など、身体活動や運動に取り組みやすい

機会や場を提供する。 

メンタルヘルス対策 
企業や関係団体等との連携を図り、働く世代のメンタルヘルス対策に取り組む。また、個人の

状況に応じた専門的な相談を受けやすくするため、相談体制の充実を図る。 

地域団体、企業等との連携に

よる喫煙率の減少 

喫煙による健康への悪影響や生活習慣病の発症を防ぐため、地域団体、企業、関係団体等と連

携を図り、喫煙率の減少に向けた取組を行う。 

地域団体、企業等との連携に

よる適正飲酒の普及啓発 

多量飲酒を防止することにより生活習慣病の発症を予防するため、地域団体、企業、関係団体

等と連携を図り、適正な飲酒について普及啓発する。 

歯周病予防に関する知識の普

及啓発 

歯周病の予防や歯の早期喪失の防止のため、歯科医師会と連携して、継続的にデンタルフロ

ス等を使用し、歯と口の健康管理に努めている人を対象とした「ビューティフル歯ッション

賞」の認定等に取り組む。 
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3 高齢世代の健康 

施策細目 主な事業・取組 概要の説明 

健
康
づ
く
り
と
介
護
予
防 

健康診査等 
生活習慣病の早期発見のため、広島市国民健康保険の被保険者や後期高齢者医療の被保険者

を対象に健康診査を実施するとともに、各種がん検診を実施する。 

介護予防教室 ※ 
地域包括支援センターにおいて、地域住民を対象とした介護予防の普及啓発に資する運動、

栄養、口腔、認知症等に係る介護予防教室を開催する。 

シニア健康ウォーキング教

室 
運動機能の維持・向上を図るため、地域に出向いて健康ウォーキング講座を開催する。 

公民館学習会 
公民館において、団塊世代を含めた高齢期準備教育、認知症予防のための講座など、高齢社

会に対応した事業を実施する。 

「8020」いい歯の表彰 
80歳以上で 20本以上の自分の歯を保つことを目指した「8020運動」の普及啓発を図るため、

「8020」を達成した市民を対象に「8020」いい歯の表彰を行う。 

地域介護予防拠点整備促進

事業 ※ 

地域包括支援センターがコーディネーターとなり、高齢者が気軽に通える場所に「地域に開

かれた住民運営の介護予防拠点」の整備を促進する。(平成 27年 10月から事業開始。) 

高齢者いきいき活動ポイン

ト事業 ※ 

高齢者の健康づくりなどを促進するため、高齢者による健康増進・介護予防に資する活動、

元気じゃ健診、がん検診、節目年齢歯科健診等の受診、地域でのボランティア活動の実績に

基づきポイントを付与し、集めたポイント数に応じて奨励金を支給する。 

い
き
い
き
と
し
た
セ
カ
ン
ド
ラ
イ
フ
を 

送
る
た
め
の
環
境
づ
く
り 

介護予防活動を行う高齢者

の自主グループ化の支援 

高齢者の主体的な健康づくりを促進するため、保健センターにおいて、料理や運動などの介

護予防活動を行う高齢者の自主グループ化を支援する。 

介護予防リーダー養成講座 
高齢者の主体的な健康づくりを促進するため、保健センターにおいて、講習会を開催し、介

護予防活動を推進するためのリーダーを養成する。 

スポーツセンター等におけ

る健康・体力づくり 

スポーツセンター等において、高齢者を対象とした健康・体力づくりのための事業の実施、

情報提供及び活動の場の提供等を行う。 

老人クラブへの支援 

健康づくり、レクリエーション活動、老人教養講座の開催及び社会奉仕活動等の事業を展開

する老人クラブ（連合会を含む。）を支援することにより、高齢者の知識及び経験を活かした

生きがいと健康づくりのための多様な社会活動を促進する。 

高齢者の文化・スポーツ活動

等 

全国健康福祉祭（ねんりんピック）への選手団派遣及び高齢者作品展の開催を支援すること

により、高齢者の文化・スポーツ活動等の振興を図る。 

老人福祉センター等の設置・

運営 

地域における高齢者の自主的な活動の拠点とするため、老人福祉センター等を設置・運営す

る。 

老人福祉大会の開催支援 

 

高齢者福祉関係功労者の表彰などを行う「老人福祉大会」の開催を支援することにより、市

民の高齢者への理解を促進する。 

※は平成 30年度の見直しで追加・修正した取組 
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2 働く世代の健康 

施策細目 主な事業・取組 概要の説明 

生
活
習
慣
病
を
予
防
す
る
た
め
の
健
康
づ
く
り 

がんの発症予防と早期発見 
がんの発症を予防するため、がんやがん予防に関する正しい知識の普及啓発を行うとともに、

がんの早期発見・早期治療につなげるため、がん検診の受診率の向上を図る。 

循環器疾患の発症予防と高血

圧・脂質異常の早期発見 

循環器疾患の発症を予防するため、循環器疾患に関する正しい知識の普及啓発を行うととも

に、高血圧や脂質異常を早期に発見し、循環器疾患への移行及び重症化を予防するため、健康

診査の受診率や特定保健指導の実施率の向上を図る。 

糖尿病の発症予防と早期発見 

糖尿病の発症を予防するため、糖尿病やその予防に関する正しい知識の普及啓発を行うとと

もに、糖尿病を早期に発見し、糖尿病の重症化を予防するため、健康診査の受診率や特定保健

指導の実施率の向上を図る。 

ＣＯＰＤ（タバコ肺）の発症予

防と早期発見 

ＣＯＰＤ（タバコ肺）の発症を予防するため、ＣＯＰＤ（タバコ肺）とその予防方法に関する

正しい知識の普及啓発を行うとともに、ＣＯＰＤ（タバコ肺）の早期治療につなげるため、既

存の健康診査の場を活用し、早期発見に取り組む。 

健全な食生活の推進 

自分の適正体重にあった食事量や栄養バランスのとれた食事内容について、理解を深めるこ

とができるよう取組を進めるとともに、若い世代に対して、中食、外食も含めてバランスの

とれた食事を選択できるよう、分かりやすい情報提供等に努める。 

運動習慣の継続を目指した取

組 

健康ウォーキングの推進や 40代からのメタボリックシンドローム対策支援事業等、運動習慣

を継続することができるよう取組を進める。 

メンタルヘルスに関する知識

の普及啓発等 

睡眠やストレス解消により心身の疲労を回復し、健康を保持することができるよう取組を進

めるとともに、自殺の原因となるこころの病気を早期に発見し、早期支援・早期治療につな

げるため、メンタルヘルスに関する知識の普及啓発を図る。 

喫煙率の減少に向けた取組 
喫煙による健康への悪影響や生活習慣病の発症を防ぐため、禁煙教室や禁煙相談の実施等に

より禁煙を支援し、喫煙率の減少を図る。 

適正飲酒の普及啓発 
多量飲酒を防止することにより生活習慣病の発症を予防するため、健康教室や健康相談の実

施等により、飲酒が与える影響や適正な飲酒について普及啓発する。 

歯周病の早期発見 
歯周病の予防や歯の早期喪失の防止のため、歯と口に関する健康教室や歯科相談を実施する

とともに、企業等と連携し、節目年齢歯科健診の受診率向上を図る。 

働
く
世
代
の
健
康
を
支
え
る
環
境
づ
く
り 

「広島市地域保健・職域保健連

携推進協議会」事業 

地域保健と職域保健の関係団体・機関等で構成する「広島市地域保健・職域保健連携推進協議

会」において、生活習慣の改善や健康診査の受診率向上等、働く世代の健康づくりに関する取

組を行う。 

個人の健康管理を支援する食

の環境づくり 

生活習慣病の予防や重症化を防止するため、外食メニュー等の栄養成分表示の改善など、食

生活を支援する環境づくりを進める。 

身体活動・運動に取り組みや

すい機会や場の提供 

ウォーキングコースの設定や公園の健康器具の整備など、身体活動や運動に取り組みやすい

機会や場を提供する。 

メンタルヘルス対策 
企業や関係団体等との連携を図り、働く世代のメンタルヘルス対策に取り組む。また、個人の

状況に応じた専門的な相談を受けやすくするため、相談体制の充実を図る。 

地域団体、企業等との連携に

よる喫煙率の減少 

喫煙による健康への悪影響や生活習慣病の発症を防ぐため、地域団体、企業、関係団体等と連

携を図り、喫煙率の減少に向けた取組を行う。 

地域団体、企業等との連携に

よる適正飲酒の普及啓発 

多量飲酒を防止することにより生活習慣病の発症を予防するため、地域団体、企業、関係団体

等と連携を図り、適正な飲酒について普及啓発する。 

歯周病予防に関する知識の普

及啓発 

歯周病の予防や歯の早期喪失の防止のため、歯科医師会と連携して、継続的にデンタルフロ

ス等を使用し、歯と口の健康管理に努めている人を対象とした「ビューティフル歯ッション

賞」の認定等に取り組む。 
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1 市民の主体的な健康づくりを支える地域づくり 

主な事業・取組 概要の説明 

地域活動の活発化のための取組 地域住民等との連携・協働のもと、各区の地域資源や特性を生かした地域起こしを推進するとと

もに、町内会・自治会等をはじめとする地域コミュニティの活性化を図る。 

自主グループや地域団体との連

携による健康ウォーキングの推

進 

健康ウォーキング推進者や介護予防自主グループ、花づくりグループや公衆衛生推進協議会等の

地域団体とともに、「花や緑」があり「ごみ」のないウォーキングコースの設定やウォーキング大

会の開催、ウォーキングマップの作成等を行う。 

自主グループの活動支援 地域における健康づくりを促進するため、健康ウォーキング等の自主グループの継続的な活動を

支援する。 

障害者の健康づくり事業 障害者のグループや団体からの依頼に基づき、地域で障害者向けのフィットネス体操やスポーツ

の実技指導を行うとともに、健康づくりに関する相談、啓発を行う。 

精神保健福祉に関する普及啓発 保健センターにおいて、メンタルヘルスや精神障害に対する正しい知識・理解の促進のため、地

域団体等と協力し、地域住民を対象とした講演会・地域交流会・精神保健福祉ボランティア養成

講座等を行う。 

公民館学習会 公民館において、健康ウォーキング講座や医療講座など、地域における市民の主体的な健康づく

りに対応した事業を行う。 

すこやか食生活推進リーダーや

食生活改善推進員の育成と活動

支援 

正しい食生活の知識の普及啓発を行うため、「すこやか食生活推進リーダー」や「食生活改善推進

員」の育成と活動の支援を行う。 

健康ウォーキング推進者の育成

と活動支援 

地域において健康ウォーキングを普及するため、健康ウォーキングの楽しさや効用を広める「健

康ウォーキング推進者」の育成と活動の支援を行う。 

 

2 健康づくりに関する団体・機関等との連携の強化 

主な事業・取組 概要の説明 

「元気じゃけんひろしま 21 協賛

店・団体」の認証店数の拡大等 

市民の健康づくりを支援するため、「元気じゃけんひろしま 21協賛店・団体」の禁煙・食生活・

ウォーキング実践・健康づくり協賛の分野にがん検診推進協賛（仮称）を追加するとともに、協

賛店・団体の認証店数の拡大とその普及啓発に取り組む。 

ひろしま食育ネットワークの運

営 

ひろしま食育ネットワーク参加団体が、互いの連携を強化し、食育に関する取組をより効果的・

効率的に実施するための取組を行う。 

特定給食施設等への指導 特定給食施設（継続的に 1回 100食以上又は 1日 250食以上の食事を供給する施設）等で提供さ

れる食事の利用者を健康にするため、栄養的に配慮された給食内容の改善に向けて、特定給食施

設等に対する従事者講習会や巡回指導を実施する。 

家庭や職場、飲食店等における受

動喫煙防止対策 

家庭や職場、飲食店等における受動喫煙防止対策を推進するため、企業や医療保険者等、職域保

健の関係団体・機関と連携して、取組を行う。 

自助団体への支援 アルコール･薬物･ギャンブル依存関連の自助団体の活性化を図るため、行事への協力等の支援を

実施する。 

 

3 生活環境の保全など様々な分野との連携 

主な事業・取組 概要の説明 

生活環境の保全 ・第 2次広島市環境基本計画 

・ひろしま下水道ビジョン 

・広島市水道ビジョン 

緑豊かな都市環境づくり ・「水の都ひろしま」推進計画 

・広島市緑の基本計画 2011-2020 

農業・水産業の振興 ・広島市水産振興基本計画 

・広島市食料・農業・農村ビジョン 

・広島市森林（もり）づくりプラン 21 

地域医療体制の確保 ・広島県保健医療計画（地域保健医療計画） 

市民が主体となって地域福祉に

取り組むための仕組みづくり 

・広島市地域福祉計画 

食の安全・安心の確保 ・広島市食品衛生監視指導計画 

学校教育 ・広島市教育振興基本計画 
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1 栄養・食生活 

施策細目 主な事業・取組 概要の説明 

生
涯
に
わ
た
る
健
全
な
食
生
活
の
推
進 

食育教室、食生活相談（再掲） 離乳食・食育教室等の開催、乳幼児健康診査等における食生活指導・相談の実施によ

り、望ましい食生活、子どもの発達に応じた食事の進め方、調理方法などについて普及

啓発を行い、子どもと親の健康づくりを推進する。 

保育園における食育の推進(再掲) 望ましい生活習慣の確立や規則正しい食事のリズムの大切さ、家族などで食卓を囲む

機会の大切さについての啓発を図るため、給食指導や食材に親しむ体験活動を行うと

ともに、保護者に対して食育通信等を通じて情報提供を行う。 

地域子育て支援センター育児講座

（再掲） 

妊産婦とその配偶者及び乳幼児と保護者等を対象に、子育てや子どもの病気の予防、食

生活、う蝕予防に関する教室等を開催する。 

「生きた教材」である学校給食を活用

した指導（再掲） 

栄養バランスの大切さ、食への感謝、食事のマナー、広島の食事などについて、生きた

教材である学校給食を活用して指導する。 

「20代のための食育」啓発事業 20歳代に対し、「望ましい食習慣の形成・食に関する自己管理能力の育成」を図るため、

趣旨に賛同する大学や企業等と連携し大学生を中心とした新しい発想や企画を生かし

た啓発活動の実施や具体的な取組の検討を行う。 

大学等と連携した食に関する取組 若い世代に対し、食への関心を喚起し、中食、外食も含めた栄養バランスのとれた食事

を選択できるよう、大学等と連携し、出前健康講座や健康情報紙の配布、イベント会場

等におけるパネル展示や栄養相談など、広く啓発活動を行う。 

生活習慣病予防教室、健康相談 保健センター等において、生活習慣病の予防・改善を図るため、栄養・食生活に関する

健康教室や健康相談を行う。 

40 代からのメタボリックシンドロー

ム対策支援事業 

スポーツセンターにおいて、40 歳以上のメタボリックシンドロームの該当者及び予備

群を対象に、生活習慣の改善のための食生活の指導や運動指導等を行う。 

高齢者への低栄養予防教室 高齢者の要支援・要介護状態を防ぐため、地域包括支援センターにおいて、低栄養予防

教室を実施する。 

健全な食生活に関する知識の普及 全世代に望ましい食習慣やバランスのとれた食事に関する知識を広く普及するため、

区民まつりや健康展等の場を活用した取組を行う。 

食
生
活
を
支
援
す
る
環
境
づ
く
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「元気じゃけんひろしま 21協賛店・

団体」の食生活認証店数の拡大 

栄養成分表示を行う飲食店等を増やすため、市民の健康づくりを支援する「元気じゃけ

んひろしま 21協賛店・団体」の食生活認証店数を拡大する取組を推進する。 

ひろしま食育ネットワークの運営

（再掲） 

ひろしま食育ネットワーク参加団体が、互いの連携を強化し、食育に関する取組をより

効果的・効率的に実施するための取組を行う。 

関係団体等との連携による食育推進 市民の健全な食生活を推進するため、公益社団法人広島県栄養士会やひろしま食育ネ

ットワークの参加団体等と連携して、望ましい食習慣の定着につながる取組を行う。 

「わ食の日（和食・輪食・環食）」の

啓発（再掲） 

「わ食の日」のぼり旗を掲出するなどＰＲを行うとともに、ひろしま食育ネットワーク

を通じて、食に関わる各主体との連携による運動を展開する。 

「朝ごはんキャンペーン」運動の推進

（再掲） 

「朝ごはんキャンペーン」運動のぼり旗の掲出などＰＲを行うとともに、ひろしま食育

ネットワークを通じて、食に関わる各主体との連携による運動を展開する。 

「広島市地域保健・職域保健連携推進

協議会」事業 

地域保健と職域保健の関係団体・機関等で構成する「広島市地域保健・職域保健連携推

進協議会」において、働く世代に適切な食事内容や量についての理解を図るための取組

を行う。 

飲食店等に対するメニュー表示改善

の取組 

外食メニュー等の栄養成分を分かりやすくするため、飲食店やファーストフード店等

に対して、メニューの表示方法の工夫について働きかけを行う。 

企業と連携した食の情報提供 市民を取り巻く食に関する情報を広く普及するため、コンビニエンスストア等の企業

と連携して、効果的な情報提供について検討する。 

特定給食施設等への指導（再掲） 特定給食施設等で提供される食事の利用者を健康にするため、栄養的に配慮された給

食内容の改善に向けて、特定給食施設等に対する従事者講習会や巡回指導を実施する。 

食品衛生に関するリスクコミュニケ

ーション 

食の安全・安心について市民や事業者の理解を深めるため、食品衛生講習会などを開催

して、情報提供や意見交換を行う。 

すこやか食生活推進リーダーや食生

活改善推進員の育成と活動支援 

（再掲） 

正しい食生活の知識の普及啓発を行うため、「すこやか食生活推進リーダー」や「食生

活改善推進員」の育成と活動の支援を行う。 

自主グループの活動支援 市民の主体的な取組を促進するため、地域で健康料理教室等の活動を行う自主グルー

プの活動を支援する。 

学校における地域社会と連携した食

育(再掲) 

地域人材や関係行政機関、ひろしま食育ネットワーク等の人材を活用し、食育の一層の

充実を図る。 

 

2 身体活動・運動 

施策細目 主な事業・取組 概要の説明 

運
動
習
慣
の 

確
立
・
定
着 

健康ウォーキングの場や機会の提供 健康ウォーキングの場や機会を提供するため、健康ウォーキング大会、健康ウォーキン

グ教室、シニア健康ウォーキング教室を開催する。 

ウォーキング認定証等の交付 日常的に取り組む動機付けとするため、ウォーキングの取組状況に応じた認定証等の

交付を行う。 

 

基本方針を実現するために取り組む生活習慣等に関わる分野ごとの施策 
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1 市民の主体的な健康づくりを支える地域づくり 

主な事業・取組 概要の説明 

地域活動の活発化のための取組 地域住民等との連携・協働のもと、各区の地域資源や特性を生かした地域起こしを推進するとと

もに、町内会・自治会等をはじめとする地域コミュニティの活性化を図る。 

自主グループや地域団体との連

携による健康ウォーキングの推

進 

健康ウォーキング推進者や介護予防自主グループ、花づくりグループや公衆衛生推進協議会等の

地域団体とともに、「花や緑」があり「ごみ」のないウォーキングコースの設定やウォーキング大

会の開催、ウォーキングマップの作成等を行う。 

自主グループの活動支援 地域における健康づくりを促進するため、健康ウォーキング等の自主グループの継続的な活動を

支援する。 

障害者の健康づくり事業 障害者のグループや団体からの依頼に基づき、地域で障害者向けのフィットネス体操やスポーツ

の実技指導を行うとともに、健康づくりに関する相談、啓発を行う。 

精神保健福祉に関する普及啓発 保健センターにおいて、メンタルヘルスや精神障害に対する正しい知識・理解の促進のため、地

域団体等と協力し、地域住民を対象とした講演会・地域交流会・精神保健福祉ボランティア養成

講座等を行う。 

公民館学習会 公民館において、健康ウォーキング講座や医療講座など、地域における市民の主体的な健康づく

りに対応した事業を行う。 

すこやか食生活推進リーダーや

食生活改善推進員の育成と活動

支援 

正しい食生活の知識の普及啓発を行うため、「すこやか食生活推進リーダー」や「食生活改善推進

員」の育成と活動の支援を行う。 

健康ウォーキング推進者の育成

と活動支援 

地域において健康ウォーキングを普及するため、健康ウォーキングの楽しさや効用を広める「健

康ウォーキング推進者」の育成と活動の支援を行う。 

 

2 健康づくりに関する団体・機関等との連携の強化 

主な事業・取組 概要の説明 

「元気じゃけんひろしま 21 協賛

店・団体」の認証店数の拡大等 

市民の健康づくりを支援するため、「元気じゃけんひろしま 21協賛店・団体」の禁煙・食生活・

ウォーキング実践・健康づくり協賛の分野にがん検診推進協賛（仮称）を追加するとともに、協

賛店・団体の認証店数の拡大とその普及啓発に取り組む。 

ひろしま食育ネットワークの運

営 

ひろしま食育ネットワーク参加団体が、互いの連携を強化し、食育に関する取組をより効果的・

効率的に実施するための取組を行う。 

特定給食施設等への指導 特定給食施設（継続的に 1回 100食以上又は 1日 250食以上の食事を供給する施設）等で提供さ

れる食事の利用者を健康にするため、栄養的に配慮された給食内容の改善に向けて、特定給食施

設等に対する従事者講習会や巡回指導を実施する。 

家庭や職場、飲食店等における受

動喫煙防止対策 

家庭や職場、飲食店等における受動喫煙防止対策を推進するため、企業や医療保険者等、職域保

健の関係団体・機関と連携して、取組を行う。 

自助団体への支援 アルコール･薬物･ギャンブル依存関連の自助団体の活性化を図るため、行事への協力等の支援を

実施する。 

 

3 生活環境の保全など様々な分野との連携 

主な事業・取組 概要の説明 

生活環境の保全 ・第 2次広島市環境基本計画 

・ひろしま下水道ビジョン 

・広島市水道ビジョン 

緑豊かな都市環境づくり ・「水の都ひろしま」推進計画 

・広島市緑の基本計画 2011-2020 

農業・水産業の振興 ・広島市水産振興基本計画 

・広島市食料・農業・農村ビジョン 

・広島市森林（もり）づくりプラン 21 

地域医療体制の確保 ・広島県保健医療計画（地域保健医療計画） 

市民が主体となって地域福祉に

取り組むための仕組みづくり 

・広島市地域福祉計画 

食の安全・安心の確保 ・広島市食品衛生監視指導計画 

学校教育 ・広島市教育振興基本計画 

 

 

 

 

 

基本方針 3 社会全体で健康を支え守るための社会環境の整備 
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施策細目 主な事業・取組 概要の説明 

運動教室、体験教室（再掲） 保健センターやスポーツセンター等において、親子で楽しみながら遊びやウォーキン

グなどに取り組むため、運動教室や体験教室を行う。 

生活習慣病予防教室、健康相談 保健センターにおいて、生活習慣病の予防・改善のため、運動に関する健康教室や健康

相談を行う。 

地域スポーツ振興担当コーディネー

ターによる支援 

地域におけるスポーツ活動を促進するため、公民館で実施している健康づくり事業な

どの指導者に対し、地域スポーツ振興担当コーディネーターによる支援を行う。 

40 代からのメタボリックシンドロー

ム対策支援事業（再掲） 

スポーツセンターにおいて、40 歳以上のメタボリックシンドロームの該当者及び予備

群を対象に、生活習慣の改善のための食生活の指導や運動指導等を行う。 

高齢者の運動機能の 

維持・向上対策 

地域包括支援センターにおいて、高齢者の運動機能の維持・向上を図るため、高齢者が

実践しやすい体操の普及啓発や転倒予防教室等を行う。 

障害者の健康づくり事業（再掲） 障害者のグループや団体からの依頼に基づき、地域で障害者向けのフィットネス体操

やスポーツの実技指導を行うとともに、健康づくりに関する相談、啓発を行う。 

身
体
活
動
や
運
動
に
取
り
組
み
や
す
い
環
境
づ
く
り 

自主グループや地域団体との連携に

よる健康ウォーキングの推進 

（再掲） 

健康ウォーキング推進者や介護予防自主グループ、花づくりグループや公衆衛生推進

協議会等の地域団体とともに、「花や緑」があり「ごみ」のないウォーキングコースの

設定やウォーキング大会の開催、ウォーキングマップの作成等を行う。 

健康ウォーキング推進者の育成と活

動支援（再掲） 

地域において健康ウォーキングを普及するため、健康ウォーキングの楽しさや効用を

広める「健康ウォーキング推進者」の育成と活動の支援を行う。 

ウォーキング自主グループの活動支

援 

市民の主体的な取組を促進するため、ウォーキング自主グループをつくり、活動を支援

する。 

「元気じゃけんひろしま 21協賛店・

団体」のウォーキング実践認証店数

の拡大 

ウォーキングの普及や指導を行っている団体等を増やすため、市民の健康づくりを支

援する「元気じゃけんひろしま 21協賛店・団体」のウォーキング実践認証店数を拡大

する取組を推進する。 

運動の機会と場の提供 ウォーキングマップの作成など、情報の発信や取り組みやすい運動の機会・場を提供す

るため、企業、関係団体等と連携を図る。 

「広島市地域保健・職域保健連携推

進協議会」事業 

地域保健と職域保健の関係団体・機関等で構成する「広島市地域保健・職域保健連携推

進協議会」において、働く世代の運動習慣を定着させるための取組を行う。 

スポーツ推進委員委嘱 生涯スポーツの普及・振興を図るため、広島市スポーツ推進委員を委嘱し、市民に対し

スポーツの実技指導、助言を行う。 

学校体育施設開放事業 市民の健康や体力増進を図るための場として、広島市立小学校、中学校及び高等学校の

体育施設を学校体育施設開放事業として開放する。 

スポーツセンターの相談機能の強化 健康づくり・体力づくりに関するスポーツセンターの相談機能を強化するため、保健セ

ンターや健康づくりセンター等の保健医療関係機関・団体等との連携を図る。 

公園のバリアフリー化 高齢者、障害者を含め、すべての市民が健康づくりや余暇活動など様々な活動を気軽に

行うことができる公園とするため、公園のバリアフリー化を進める。 

公園等への健康器具等の設置 すべての市民がそれぞれのライフスタイルに応じた健康づくりができる公園の整備を

進めるため、街区公園や近隣公園、河岸緑地に健康器具等を設置する。 

河岸緑地と平和大通りのベンチの設

置 

散歩やジョギングで日々親しみ、多くの観光客が訪れる河岸緑地と平和大通りを、魅力

的で憩える場所とするため、市民の協力も得ながらベンチを設置する。 

 

3 休養・メンタルヘルス 

施策細目 主な事業・取組 概要の説明 

睡
眠
や
ス
ト
レ
ス 

解
消
に
よ
る 

心
身
の
疲
労
回
復
と 

健
康
保
持 

健康教室、健康相談 保健センターにおいて、睡眠やストレス解消の実践に生かすため、健康教室や健康相

談を行う。 

余暇活動等に関する情報提供 日常生活の中に休養を取り入れ、ストレスを上手に解消するため、余暇活動等に関す

る情報を提供する。 

公園のバリアフリー化（再掲） 高齢者、障害者を含め、すべての市民が健康づくりや余暇活動など様々な活動を気軽

に行うことができる公園とするため、公園のバリアフリー化を進める。 

メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
対
策 

産後の母親の心身の健康に関す

る普及啓発（再掲） 

産後うつ病等の早期発見・対応を図るため、産後の母親の心身の変化や産後うつ病に

ついての啓発用リーフレットを出生届時等に配付する。 

メンタルヘルスに関する講演会

等 

精神保健福祉センターにおいて、メンタルヘルスに関する知識を広く普及啓発するた

め、ひきこもりや依存症等心の健康に関する講演会を開催する。 

精神保健福祉に関する普及啓発 保健センターにおいて、メンタルヘルスや精神障害に対する正しい知識・理解の促進

のため、地域団体等と協力し、地域住民を対象とした講演会・地域交流会・精神保健

福祉ボランティア養成講座等を開催する。また、メンタルヘルスに関するパネル展示

やリーフレットの配布を行う。 

うつ病・自殺予防に関する普及

啓発 

自殺やうつ病等の精神疾患に関する正しい理解の促進のため、うつ病・自殺対策に関

するシンポジウムの開催、リーフレットの作成・配布等を、自殺予防週間（9月 10日

～16日）や自殺対策強化月間（3月）に合わせて実施する。 

企業と連携した健康教室 従業員やその家族等のメンタルヘルスへの理解を深めるため、企業に出向いて健康教

室を行う。 

 

「広島市地域保健・職域保健連携

推進協議会」事業 

地域保健と職域保健の関係団体・機関等で構成する「広島市地域保健・職域保健連携

推進協議会」において、職場のメンタルヘルス対策のための取組を行う。 

男女共同参画推進センターにお

ける相談（再掲） 

男女共同参画推進センターにおいて、介護・家族・子育て・仕事・健康など、女性や

男性が直面する様々な悩みや不安に対応する相談を実施する。 

運
動
習
慣
の
確
立
・
定
着 
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施策細目 主な事業・取組 概要の説明 

保健センターにおける精神保健

福祉相談 

保健センターにおいて、精神的な悩みや精神的な病気に対する相談に精神保健福祉相

談員が応じる。また、日を定めて精神保健福祉相談医（精神科医師）が相談に応じる。 

精神保健福祉センターにおける

精神保健福祉相談 

精神保健福祉センターにおいて、思春期の心の悩み、ひきこもり、家庭・職場におけ

る対人関係、うつ病など精神的な病気に関すること、アルコールなどの問題、自死遺

族の心の痛みなどに関する相談を行う。 

民生委員・児童委員等への研修 地域で活動する民生委員・児童委員等を対象にした自殺予防のための研修を実施し、

併せて自殺予防に関する相談に応じ支援を行う保健師等との連携強化を図る。 

うつ病・自殺対策相談機関職員

への研修 

保健センターや福祉事務所、消費生活センター、ハローワークなどの相談機関の職員

を対象に、うつ病や自殺に関する基礎的な知識を習得し、自殺のハイリスク者の早期

発見や自殺に関する相談に適切に対応できることを目的とした研修会を実施する。 

うつ病・自殺対策相談機関実務

者連絡会議 

相談機関職員の資質向上や相互連携を図るための実務者連絡会議を開催し、事例検

討・情報交換を行う。 

かかりつけの医師と精神科医の

連携強化 

うつ病など自殺の危険性が高い人を早期に発見し、適切な精神科医療を受けられる体

制を整備するため、広島市連合地区地域保健対策協議会等関係機関と連携しながら、

かかりつけの医師と精神科医の連携強化を図る。 

自殺者の遺族等への支援 精神保健福祉センターにおいて、自死遺族が心の痛みから回復する手助けとなるよ

う、遺族自身の体験や気持ちを安心して語り合える「分かち合いの会」の運営を支援

する。また、自死遺族の心のケアのための講演会や、相談機関職員を対象とした、自

死遺族に対する理解を深めるための研修会を実施する。 

メンタルヘルスに関する相談窓

口の普及啓発 

メンタルヘルスに関する相談窓口を記載したリーフレットの作成配布を行う。 

 

4 喫煙 

施策細目 主な事業・取組 概要の説明 

喫
煙
率
の
減
少
に
向
け
た
取
組 

喫煙者に対する禁煙のすすめ 喫煙率の減少に向けて、保健センターの各種保健事業や禁煙週間等に実施する啓発

を通じて、禁煙を希望する喫煙者に対し、禁煙の助言や情報提供を行う。 

禁煙教室と個別支援 禁煙希望者が確実に禁煙できるよう、保健センターにおいて、これまでの集団型の禁

煙教室に加え、相談員等の電話や面談による個別支援を行うことを新たに検討する。 

「広島市地域保健・職域保健連携推進

協議会」事業 

禁煙支援を強化するため、地域保健と職域保健の関係団体・機関等で構成する「広島

市地域保健・職域保健連携推進協議会」の活動を通じた禁煙支援の取組を検討する。 

喫煙に関する知識の普及啓発 保健センターにおいて、喫煙に関する知識を広く普及するため、家庭、学校、地域団

体と連携した取組を行う。 

未就学児への防煙教育（再掲） 未就学児に対して、保育園や幼稚園での紙芝居による防煙教育を実施する。 

飲酒喫煙・薬物乱用防止教室（再掲） 各学校において、薬物等の専門家を招へいし、飲酒喫煙・薬物乱用を防止するための

授業を実施する。 

飲酒喫煙防止の啓発活動（再掲） 飲酒喫煙を防止するための啓発パンフレットを作成し、学校や幼稚園の保護者に配

布する。 

「広島市未成年者の禁酒・禁煙環境づ

くり事業実行委員会」の取組（再掲） 

未成年者への飲酒・喫煙防止の普及啓発を行うため、学校、地域団体、関係団体、関

連事業者、行政で構成する「広島市未成年者の禁酒・禁煙環境づくり事業実行委員会」

の活動を通じた取組を行う。 

大学や専門学校と連携した喫煙防止教

育 

若い世代に向けた喫煙を防止するため、大学や専門学校等の講義やイベントなどを

活用して、喫煙防止教育や禁煙支援を行う。 

母子健康手帳の交付及び妊婦相談（再

掲） 

妊娠の届出をした妊婦に対し母子健康手帳を交付し、妊娠や出産に関する相談を行

うとともに、妊娠・授乳時における飲酒・喫煙の害を周知する。 

受
動
喫
煙
防
止
対
策 

本市所管施設の受動喫煙防止対策 本市が所管する施設における受動喫煙防止対策については、引き続き、全面禁煙を目

指し、施設の所管課等に対し指導を行う。 

新規営業の飲食店等の受動喫煙防止対

策 

新規営業の飲食店等に受動喫煙防止対策の必要性を周知するため、「広島市受動喫煙

防止対策ガイドライン(施設版)」を配付する。 

公共的な施設の状況把握 受動喫煙防止のための方策を検討するため、飲食店や宿泊施設等の公共的な施設に

おける定期的な実施状況を把握する。 

受動喫煙防止対策ガイドラインの活用 職場や飲食店等に受動喫煙防止対策を推進するため、企業や医療保険者等、職域保健

の関係団体・機関と連携し、受動喫煙防止対策ガイドラインを活用した指導を行う。 

家庭における受動喫煙防止対策 家庭における受動喫煙防止対策を推進するため、保健センターの母子保健事業等で

啓発用パンフレットの配付等による取組を行う。 

「元気じゃけんひろしま 21協賛店・団

体」の禁煙認証店数の拡大 

市民の健康づくりを支援する禁煙を行う事業所や店舗を増やすため、市民の健康づ

くりを支援する「元気じゃけんひろしま 21 協賛店・団体」の禁煙認証店数を拡大す

る取組を推進する。 

 

 

 

 

 

メ
ン
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対
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施策細目 主な事業・取組 概要の説明 

運動教室、体験教室（再掲） 保健センターやスポーツセンター等において、親子で楽しみながら遊びやウォーキン

グなどに取り組むため、運動教室や体験教室を行う。 

生活習慣病予防教室、健康相談 保健センターにおいて、生活習慣病の予防・改善のため、運動に関する健康教室や健康

相談を行う。 

地域スポーツ振興担当コーディネー

ターによる支援 

地域におけるスポーツ活動を促進するため、公民館で実施している健康づくり事業な

どの指導者に対し、地域スポーツ振興担当コーディネーターによる支援を行う。 

40 代からのメタボリックシンドロー

ム対策支援事業（再掲） 

スポーツセンターにおいて、40 歳以上のメタボリックシンドロームの該当者及び予備

群を対象に、生活習慣の改善のための食生活の指導や運動指導等を行う。 

高齢者の運動機能の 

維持・向上対策 

地域包括支援センターにおいて、高齢者の運動機能の維持・向上を図るため、高齢者が

実践しやすい体操の普及啓発や転倒予防教室等を行う。 

障害者の健康づくり事業（再掲） 障害者のグループや団体からの依頼に基づき、地域で障害者向けのフィットネス体操

やスポーツの実技指導を行うとともに、健康づくりに関する相談、啓発を行う。 

身
体
活
動
や
運
動
に
取
り
組
み
や
す
い
環
境
づ
く
り 

自主グループや地域団体との連携に

よる健康ウォーキングの推進 

（再掲） 

健康ウォーキング推進者や介護予防自主グループ、花づくりグループや公衆衛生推進

協議会等の地域団体とともに、「花や緑」があり「ごみ」のないウォーキングコースの

設定やウォーキング大会の開催、ウォーキングマップの作成等を行う。 

健康ウォーキング推進者の育成と活

動支援（再掲） 

地域において健康ウォーキングを普及するため、健康ウォーキングの楽しさや効用を

広める「健康ウォーキング推進者」の育成と活動の支援を行う。 

ウォーキング自主グループの活動支

援 

市民の主体的な取組を促進するため、ウォーキング自主グループをつくり、活動を支援

する。 

「元気じゃけんひろしま 21協賛店・

団体」のウォーキング実践認証店数

の拡大 

ウォーキングの普及や指導を行っている団体等を増やすため、市民の健康づくりを支

援する「元気じゃけんひろしま 21協賛店・団体」のウォーキング実践認証店数を拡大

する取組を推進する。 

運動の機会と場の提供 ウォーキングマップの作成など、情報の発信や取り組みやすい運動の機会・場を提供す

るため、企業、関係団体等と連携を図る。 

「広島市地域保健・職域保健連携推

進協議会」事業 

地域保健と職域保健の関係団体・機関等で構成する「広島市地域保健・職域保健連携推

進協議会」において、働く世代の運動習慣を定着させるための取組を行う。 

スポーツ推進委員委嘱 生涯スポーツの普及・振興を図るため、広島市スポーツ推進委員を委嘱し、市民に対し

スポーツの実技指導、助言を行う。 

学校体育施設開放事業 市民の健康や体力増進を図るための場として、広島市立小学校、中学校及び高等学校の

体育施設を学校体育施設開放事業として開放する。 

スポーツセンターの相談機能の強化 健康づくり・体力づくりに関するスポーツセンターの相談機能を強化するため、保健セ

ンターや健康づくりセンター等の保健医療関係機関・団体等との連携を図る。 

公園のバリアフリー化 高齢者、障害者を含め、すべての市民が健康づくりや余暇活動など様々な活動を気軽に

行うことができる公園とするため、公園のバリアフリー化を進める。 

公園等への健康器具等の設置 すべての市民がそれぞれのライフスタイルに応じた健康づくりができる公園の整備を

進めるため、街区公園や近隣公園、河岸緑地に健康器具等を設置する。 

河岸緑地と平和大通りのベンチの設

置 

散歩やジョギングで日々親しみ、多くの観光客が訪れる河岸緑地と平和大通りを、魅力

的で憩える場所とするため、市民の協力も得ながらベンチを設置する。 

 

3 休養・メンタルヘルス 

施策細目 主な事業・取組 概要の説明 

睡
眠
や
ス
ト
レ
ス 

解
消
に
よ
る 

心
身
の
疲
労
回
復
と 

健
康
保
持 

健康教室、健康相談 保健センターにおいて、睡眠やストレス解消の実践に生かすため、健康教室や健康相

談を行う。 

余暇活動等に関する情報提供 日常生活の中に休養を取り入れ、ストレスを上手に解消するため、余暇活動等に関す

る情報を提供する。 

公園のバリアフリー化（再掲） 高齢者、障害者を含め、すべての市民が健康づくりや余暇活動など様々な活動を気軽

に行うことができる公園とするため、公園のバリアフリー化を進める。 

メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
対
策 

産後の母親の心身の健康に関す

る普及啓発（再掲） 

産後うつ病等の早期発見・対応を図るため、産後の母親の心身の変化や産後うつ病に

ついての啓発用リーフレットを出生届時等に配付する。 

メンタルヘルスに関する講演会

等 

精神保健福祉センターにおいて、メンタルヘルスに関する知識を広く普及啓発するた

め、ひきこもりや依存症等心の健康に関する講演会を開催する。 

精神保健福祉に関する普及啓発 保健センターにおいて、メンタルヘルスや精神障害に対する正しい知識・理解の促進

のため、地域団体等と協力し、地域住民を対象とした講演会・地域交流会・精神保健

福祉ボランティア養成講座等を開催する。また、メンタルヘルスに関するパネル展示

やリーフレットの配布を行う。 

うつ病・自殺予防に関する普及

啓発 

自殺やうつ病等の精神疾患に関する正しい理解の促進のため、うつ病・自殺対策に関

するシンポジウムの開催、リーフレットの作成・配布等を、自殺予防週間（9月 10日

～16日）や自殺対策強化月間（3月）に合わせて実施する。 

企業と連携した健康教室 従業員やその家族等のメンタルヘルスへの理解を深めるため、企業に出向いて健康教

室を行う。 

 

「広島市地域保健・職域保健連携

推進協議会」事業 

地域保健と職域保健の関係団体・機関等で構成する「広島市地域保健・職域保健連携

推進協議会」において、職場のメンタルヘルス対策のための取組を行う。 

男女共同参画推進センターにお

ける相談（再掲） 

男女共同参画推進センターにおいて、介護・家族・子育て・仕事・健康など、女性や

男性が直面する様々な悩みや不安に対応する相談を実施する。 

運
動
習
慣
の
確
立
・
定
着 

－ 49 －



 

50 
 

5 飲酒 

施策細目 主な事業・取組 概要の説明 

飲
酒
に
関
す
る
知
識
の
普
及
啓
発 

健康教育、健康相談等 保健センターにおいて、飲酒が及ぼす影響や適正な飲酒について普及啓発するため、

健康教育や健康相談を実施するとともに、アルコールに関するパネル展示やリーフ

レットの配布を行う。 

アルコールに関するパネルの貸出 精神保健福祉センターにおいて、アルコールに関する情報を掲載したパネルの貸出

を行う。 

母子健康手帳の交付及び妊婦相談

（再掲） 

妊娠の届出をした妊婦に対し母子健康手帳を交付し、妊娠や出産に関する相談を行

うとともに、妊娠・授乳時における飲酒・喫煙の害を周知する。 

大学や専門学校等との連携による出

前授業等 

保健センターにおいて、若い世代に向けて飲酒が及ぼす影響や適正な飲酒について

普及啓発するため、大学や専門学校等との連携を図り、出前授業やアルコールパッ

チテストの実施、イベント等で啓発用リーフレットを配布する。 

企業等との連携による健康教室等 従業員や家族に向けて飲酒が与える影響や適正な飲酒について普及啓発するため、

企業等との連携を図り、健康教室を実施する。 

「広島市地域保健・職域保健連携推進

協議会」事業 

地域保健と職域保健の関係団体・機関等で構成する「広島市地域保健・職域保健連

携推進協議会」の活動を通じて、飲酒が与える影響や適正な飲酒について普及啓発

するための取組を検討する。 

自助グループに関する情報提供 アルコール等依存関連の自助グループに関する情報をまとめたものをホームページ

に掲載する。 

未
成
年
者
の 

飲
酒
防
止
対
策 

飲酒喫煙・薬物乱用防止教室（再掲） 各学校において、薬物等の専門家を招へいし、飲酒喫煙・薬物乱用を防止するため

の授業を実施する。 

飲酒喫煙防止の啓発活動（再掲） 飲酒喫煙を防止するための啓発パンフレットを作成し、学校や幼稚園の保護者に配

布する。 

「広島市未成年者の禁酒・禁煙環境づ

くり事業実行委員会」の取組 

（再掲） 

未成年者への飲酒・喫煙防止の普及啓発を行うため、学校、地域団体、関係団体、

関連事業者、行政で構成する「広島市未成年者の禁酒・禁煙環境づくり事業実行委

員会」の活動を通じた取組を行う。 

 

6 歯と口の健康 

施策細目 主な事業・取組 概要の説明 

歯
科
疾
患
の
予
防
と
早
期
発
見 

歯と口の健康に関する教室、歯科相

談等 

う蝕や歯周病等の歯科疾患予防や口腔の状態と全身の健康との関係等に関する正しい

知識の普及啓発を行うため、学校、地域団体、企業、歯科医療機関等と連携して、保

健センター等において、歯と口の健康に関する教室、歯科相談などを行う。 

妊婦健康診査（歯科健康診査） 妊娠期には歯科疾患が増悪しやすく、また母親のう蝕は子どものう蝕に関連があると

いわれていることから、妊婦及び生まれてくる子どもの口腔衛生の向上を図るため、

歯科医療機関において妊婦歯科健康診査を実施する。 

乳幼児健康診査（歯科健康診査） 幼児期におけるう蝕予防のため、保健センターにおいて、1 歳 6 か月児及び 3 歳児に

対し歯科健康診査及び歯科保健指導を行うとともに、1 歳 6 か月児を対象に、う蝕予

防のためのフッ素塗布を行う。 

地域子育て支援センター育児講座 

（再掲） 

妊産婦とその配偶者及び乳幼児と保護者等を対象に、子育てや子どもの病気の予防、

食生活、う蝕予防に関する教室等を開催する。 

「よい歯の集い」 広島市学校保健大会の分科会の一つとして、「よい歯の集い」を開催し、優秀学校や児

童の表彰と専門講師による講演会を実施する。 

節目年齢歯科健診 定期的な歯科健康診査と歯石除去の習慣化につなげるため、30・35・40・50・60・70

歳の市民を対象に、歯科医療機関において、節目年齢歯科健診を実施する。また、若

い働く世代からの歯周病予防対策として、企業等と連携し、節目年齢歯科健診の受診

率向上を図る。 

歯周病予防普及啓発 歯周病予防に効果的なデンタルフロスや歯間ブラシの使用を普及するため、日頃から

継続的にデンタルフロス等を使用し、歯と口の健康管理に努めている人を対象とした

「ビューティフル歯ッション賞」の認定等を行う。 

「8020」いい歯の表彰（再掲） 80 歳以上で 20 本以上の自分の歯を保つことを目指した「8020 運動」の普及啓発を図

るため、「8020」を達成した市民を対象に「8020」いい歯の表彰を行う。 
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運動 「ひとくち 30回以上かむこと」を目標に、乳幼児健康診査等の歯科保健事業の中で、

リーフレットの配布等により、よくかんで味わって食べることの大切さについて啓発

する。 

介護予防教室 地域包括支援センターが実施する介護予防教室において、高齢者の口腔機能低下を予

防するための口腔の体操等を行う。 

在宅訪問歯科健診・診療 通院が困難な在宅寝たきり者等の口腔機能の維持・改善を図るため、訪問歯科健診を

行うとともに、訪問歯科診療を促進する。 
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